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Ⅲ 選択的評価事項Ａ 研究活動の状況 

 

１ 選択的評価事項Ａ「研究活動の状況」に係る目的 

 

本校は「創造性豊かな人材の育成」，「幅広い工学的素養，基礎能力および応用能力の育成を目指した実践

教育」，「高度に情報化した国際社会に対応する教育」，「環境を意識し，地域社会に根ざしたものづく

り教育」，「地域と連携した産官学共同研究の推進」の５つからなる基本理念と，養成すべき人材像「優

れた実践力と豊かな創造性を備え，国際社会で活躍できる技術者」を掲げている。従って，本校では以下

に示す２つの事項を主目的にして全校的な研究体制と研究支援体制を構築し，研究活動を展開している。 

 

（１）産業界の技術動向や科学技術の高度化に対応できる知見や情報を，研究活動を通して把握し，それらを学

生の教育研究活動に効果的に還元することで，実践力と創造性を有した国際的に活躍できる技術者育成に資する

こと。 

（２）地元のニーズを的確に把握し，これと連携した共同研究を展開することを通して，地域社会と産業の発展

に寄与すること。 

 

 上記各事項の主な内容は，次の通りである。 

 

１．学生教育への還元 

 本校教員が産業界や社会の高度化を見据えた研究活動に精力的に取組み，それを発展させる過程で得た技術や

情報等を教育課程の中で教授することで，学生に産業動向を理解させるとともに，学習に対する動機付けと意識

の高揚を図ることができる。またこれにより，輩出する人材が，急速に進展する社会の技術的なニーズに対して

適切・柔軟に対応でき，国際社会で活躍できる技術者となる素地を築くことが期待できる。 

研究活動の連携先としては，学術関係機関だけではなく，地域社会における民間企業の場合も多い。特に後者

においては，企業が抱える最新の技術的・工学的課題が多く含まれるため，そこに本科(準学士課程)や専攻科の

学生を参加させることで，学生自身がこれまでの学習内容と実社会における技術的・工学的問題との相互関係を

体験的に把握できる絶好の機会となり，実際的な問題の解決能力の向上や，実践力と創造力の涵養に大きく寄与

できる。 

 

２．地域社会への貢献 

 基本理念である「地域社会に根ざしたものづくり教育」,「地域と連携した共同研究の推進」は，学生に対して

地域における優れたものづくり技術の実態を知らしめる好機であり，その教育的な効果は極めて大きく，本科卒

業生や専攻科修了生の地元定着に対しても大きな契機となっている。さらに，地域社会に対して本校の設備と知

的資源を提供する機会ともなり，地域社会への貢献を通して本校の価値を認識してもらう観点からも重要である。  

地元企業との共同研究は，各教員が保有している設備・装置を用いて行う場合や，最新鋭の高性能な設備を集

約した共同利用施設「地域連携テクノセンター」を利用する場合がある。本校の近隣には多くの中小企業が集積

しており，「地域連携テクノセンター」が有するような高度な測定装置等を用いた共同研究の展開は地域社会か

らの技術的要請にも十分応えることができ，地域社会と産業の発展・活性化に寄与している。なお，これらの装

置等は理系分野への興味・関心の高揚を目的にした小中学生対象の公開講座や，地元企業技術者の技術研修等に

も活用されており，地域の学習意欲の涵養にも貢献している。
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２ 選択的評価事項Ａ「研究活動の状況」の自己評価 

（１）観点ごとの分析 

観点Ａ－１－①： 高等専門学校の研究の目的に照らして，研究体制及び支援体制が適切に整備 

され，機能しているか。 

 

（観点に係る状況） 

 本校では基本理念，養成すべき人材像の実現，教員の教育的資質の向上，そして地域社会への

貢献の観点から，教員研究，大学・企業・機関等との共同研究，本科(準学士課程)５年次における

卒業研究，及び専攻科課程における特別研究を実施している。各教員は研究室と設備を整備し，教

育活動に効果的な各専門分野を核とする研究活動を展開している(資料Ａ―１―①―１)。卒業研究

では，これまでのすべての授業で学習した知識を総合的に生かし，提示された課題の下で工学的諸

問題の発見・解決能力を向上させることを目的に実施している。また特別研究は，他の授業科目と

も総合して，専門分野のみならず専門分野以外の技術分野の知識と能力を吸収し，持続可能な社会

を有機的にデザインできる知識と能力を身に付けた実践的技術者の育成を目的にしている。特別研

究は卒業研究よりも研究時間が長いため，指導教員と大学・企業・機関等との共同研究の一部分を

担う場合もあり，さらに産業界への技術的貢献の観点からも，専攻科課程の修了要件として研究成

果の学外での発表を義務付けている(資料Ａ―１―①―２，３)。 

 研究活動を支援するために，本校には大型の設備を集中させた共同利用施設として「地域連携テ

クノセンター」(資料Ａ―１―①―４，５)が設けられており，「地域・文化」，「環境・生態」，

「エネルギー」，「安全・防災」，「情報・通信」，「素材・加工」及び「計測・制御」の７部門

に研究分野を分け，各部門に部門長と副部門長を置き，さらに平成２３年度からは技術マッチング

コーディネーターを活用して，地域との産官学共同研究の推進や技術相談にあたっている。また，

同センターの活動報告と，本校と福井県内の企業及び産学官連携関係者との結びつきを強化するこ

とを目的に，同センター主催で「JOINTフォーラム」(資料Ａ―１―①―６)を平成１２年度から年

１回開催するほか，本校教職員の研究内容が記載された同センターの活動紹介誌を発行している

(資料Ａ―１―①―７)。その活動紹介誌は，本校の教育研究に対する福井県内企業の協力及び助成

事業が円滑に行われることを目的に設けられた「福井高専地域連携アカデミア」(資料Ａ―１―①

―８)の会員企業や，地域の商工会議所・商工会等に配布され，共同研究の機会拡大や研究テーマ

の発掘に資されている。さらに，同センターは地元武生商工会議所主催の「異業種交流会」にも積

極的に参加し，幅広い研究活動を展開する上で重要且つ有用な情報の収集や，地域の技術ニーズの

発掘と本校の技術シーズの広報に努めている。 

 また，卒業研究や特別研究等の研究活動において必要な実験装置等の製作，修繕や改良は「教育

研究支援センター」が担当し(資料Ａ―１―①―９)，研究活動を円滑に推進する上で必要な支援を

行っている。この他，教員の研究活動を展開するために，科学研究費補助金を始めとする外部競争

資金の獲得に向けた情報が，本校総務課評価・地域連携係から全教員に周知されている(資料Ａ―

１―①―１０)。 
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資料Ａ―１―①―１ 

「教員の研究題目と保有設備」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(出典 平成２３年度国立福井高専要覧，p.15) 
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資料Ａ―１―①―２ 

「専攻科修了要件」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(出典 平成２４年度専攻科履修の手引き，p.3) 

資料Ａ―１―①―３ 

「専攻科生による技術シーズ発表会」 

 
 

(出典 専攻科) 
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資料Ａ―１―①―４ 

「福井工業高等専門学校共同利用施設規則(抜粋)」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(出典 本校規則集) 
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資料Ａ―１―①―５ 

「地域連携テクノセンター保有機器(抜粋)」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(出典 地域連携テクノセンター活動紹介誌 JOINT 2012) 
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資料Ａ―１―①―６ 

「JOINT フォーラム 2011」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(出典 総務課) 

資料Ａ―１―①―７ 

「地域連携テクノセンター活動紹介誌 JOINT 2012」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(出典 地域連携テクノセンター) 
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資料Ａ―１―①―８ 

「福井高専地域連携アカデミア会則（抜粋）」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(出典 地域連携テクノセンター活動紹介誌 JOINT 2012) 
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資料Ａ―１―①―９ 

「製作依頼書」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(出典 教育研究支援センター) 

資料Ａ―１―①―１０ 

「外部資金の公募案内メール」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(出典 総務課) 
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資料Ａ―１―②―１ 

「福井工業高等専門学校研究改善委員会規則(抜粋)」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(出典 本校規則集) 

（分析結果とその根拠理由） 

 本校の教育理念，養成すべき人材像に沿って，教員や学生による研究活動が実施できる設備，施

設及び支援組織等が適切に整備され，機能している。また，地域社会や産業界等との共同研究体制

も整備されており，研究活動を通しての地域貢献にも寄与している。以上のことより，適切な研究

体制が整備され，その支援体制も機能していると判断される。 

 

 

観点Ａ－１－②： 研究の目的に沿った活動の成果が上げられているか。 

（観点に係る状況） 

 現在，本校には教員７６名が学生の教育研究指導を行っており，この内，５６名は博士の学位取

得者である。これら学位取得者を含めてすべての教員は，各人の専門分野を核とした研究活動に勤

しみ，その成果は学術論文集，国内外での学協会等での口頭発表や本校研究紀要等で公表されてい

る。本校では平成１６年度から毎年，「研究改善委員会」(資料Ａ―１―②―１)が全教員を対象に，

評価期間を３年間として特許出願を含む研究活動評価の調査を行っている(資料Ａ―１―②―２，

３)。同調査における研究活動は，成果の発表，研究の途中経過，研究支援，研究資金獲得，及び

研究費申請，の５分野に分類され，各評価点の下で自己評価する。査読付き論文が毎年１篇の割合

で発表されているならば，３年間での評価点は２４点となり，それを超えれば十分な研究活動を行

っているとみなされる。 
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資料Ａ―１―②―２ 

「研究活動評価のための調査(1)」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(出典 研究改善委員会) 
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資料Ａ―１―②―３ 

「研究活動評価のための調査(2)」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(出典 研究改善委員会) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (資料Ａ―１―②―４)には，調査期間を平成２１～２３年度とした平成２４年度の調査結果(()

の数値は平成２３年度の調査結果)を示すが，評価点が２４点以上のランクＡに入る教員は全体の

７７％に上り，本校全体として精力的な研究活動への取組みがなされているといえる。このような

教員の研究活動を通して得られた新しい知見や技術は，学生への教育研究指導や卒業研究・特別研

究内容の質の向上等にも反映されており，例えば，平成２３年度は学生による年間４０件の学協会

・各種研究会での発表がなされた他，国際会議においても優秀賞等を受賞(資料Ａ―１―②―５)す

るなど，教員の研究活動は学生の工学的問題の解決能力や，プレゼンテーション能力の向上等の教

育に還元されている。 

 さらに，平成１７年度の本校と近隣の市町・商工会議所間での包括的な友好協定である「地域連

携協定」の締結を契機に，また地域連携テクノセンターが窓口となって実施している年間数十件の

技術相談も，共同研究等の受入れに結び付いており，地域産業の活性化に貢献している(資料Ａ―

１―②―６)。 
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資料Ａ―１―②―４ 

「研究活動評価のための調査結果」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(出典 学校運営会議) 
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資料Ａ―１―②―５ 

「国際会議等での受賞」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(国際会議 ICTP2008 での最高賞受賞，2008.9)  (国際シンポジウム ASET16 での 

                                                 最優秀賞と優秀賞の受賞，2009.10) 

 

(出典 本校ホームページ http://www.fukui-nct.ac.jp/info/news/detail.php?id=174 , 

 http://www.fukui-nct.ac.jp/info/news/detail.php?id=228) 

資料Ａ―１―②―６ 

「共同研究等の受入れ実績」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(出典 学校運営会議) 
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（分析結果とその根拠理由） 

 教員は積極的に研究活動に取組んでおり，そこで得られた新しい知見・技術は学術論文集や学

協会等での発表によって公表されているだけではなく，学生による学協会等での発表や，優秀賞

の受賞など，学生の教育や研究活動にも還元されている。さらに，地域社会と締結した「地域連

携協定」や技術相談に基づき，企業・大学・機関との共同研究等も活発に行われており，これら

一連の研究活動に学生が参加することによって，学生も社会や産業界の技術ニーズのみならず，

本校における学習が実社会でどのように役立つのかを知ることができ，さらに実践力のみならず

問題発見・解決能力向上の格好の機会となる。以上のことから，研究の目的に沿った活動の成果

が上がっていると判断される。 

 

 

観点Ａ－１－③： 研究活動等の実施状況や問題点を把握し，改善を図っていくための体制が整

備され，機能しているか。 

（観点に係る状況） 

 本校では毎年度「研究改善委員会」(前出資料Ａ―１―②―１)が全教員を対象に研究活動の調査

を実施しており(前出資料Ａ―１―②―２，３)，その集計・分析結果に基づいて同委員会で環境の

改善を含めた研究の推進策や外部競争資金獲得に向けた施策が検討され(資料Ａ―１―③―１)，

「教員会議」において報告されている(資料Ａ―１―③―２)。例えば，科学研究費補助金の獲得に

向けては，採択件数と採択額を増やすため，平成２１年度より学内の有識者による申請書へのアド

バイス制度を設けるとともに，学外有識者による講演会を開催 (資料Ａ―１―③―３) して教員の

意識の高揚と申請書の質の向上を図る取り組みを行っている。その結果，平成２４年度の科学研究

費補助金は採択件数，採択額とも前年度を上回ったが(資料Ａ―１―③―４)，平成１６年度時と比

較すると採択件数及び採択額のそれらの差は顕著であり，「学校運営会議」や「研究改善委員会」

でその具体策を引き続き検討している。 

 また，地域社会への研究活動面からの還元として行っている地域連携協定等に基づいた共同研究，

受託研究や受託試験については，毎年１回開催される「福井高専地域連携アカデミア」(前出資料

Ａ―１―①―８)の総会において受入れ実績件数や活動状況が審議されている。平成２３年度開催

の同総会では，本校と企業との間で技術シーズのマッチングを図るためのコーディネーターの採用

検討が提案され，福井県発明協会所属知財専門家をコーディネーターとして委嘱することになった。 

 この他，本校では，国立大学長・工学研究科長，小中学校校長会会長，商工会議所会頭や企業の

研究所長などの外部有識者から構成される「外部有識者会議」を毎年１回開催している。同会議で

は，本校における学生教育や地域貢献等のみならず，教員の研究についても実績や活動状況の検討

・評価が詳細に行われ，外部有識者からの意見や提言は「学校運営会議」において議論され，本校

の目的に適した研究活動の効果的な展開に向けた計画が練られている。 
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資料Ａ―１―③―２ 

「教員会議議事要旨(抜粋)」 

 

 

 

 

 

 

 

(出典 平成２３年度教員会議) 

資料Ａ―１―③―１ 

「研究改善委員会議議事要旨」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(出典 研究改善委員会) 
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資料Ａ―１―③―３ 

「科学研究補助金制度に関する講演会」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(出典 本校ホームページ http://www.fukui-nct.ac.jp/info/news/detail.php?id=370) 

資料Ａ―１―③―４ 

「科学研究補助金の採択件数等の年度推移」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(出典 学校運営会議) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（分析結果とその根拠理由） 

研究活動の活性化，高度化等を推進するために「研究改善委員会」を設け，具体的な施策が審議

・提案されて「学校運営会議」の議を経て「教員会議」で報告され，研究活動の改善に向けた取り

組みが行われている。さらに，本校以外の有識者から構成される「福井高専地域連携アカデミア」

の総会や「外部有識者会議」においても共同研究等を含めた本校の研究活動全般について検討され，

有意義な提言がなされ，研究活動に反映している。このようなことから，研究活動の評価，そして

活性化や改善に向けた体制が整備され，機能していると判断される。 
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（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点）  

 毎年度，「研究改善委員会」が中心となって全教員の研究活動の評価を行い，学校全体としての

研究活動状況を把握・分析し，改善や活性化に向けた施策等を全教員に周知し，実行している。研

究活動を円滑に推進するために，外部有識者からの提言も反映できる体制が構築され，機能してい

る。以上のように，研究活動についてもPDCAサイクルに沿った改善システムが構築・機能しており，

教員の研究活動を通して得られた成果は学生への教育の質の向上のみならず，地域社会や産業界の

発展と活性化にも寄与している。 

 

（改善を要する点）  

昨年の東日本大震災や長引く不景気による国庫歳入金の減少を受けて運営交付金も削減される中，

本校の目的を達成するための教育研究活動を展開していくためには，科学研究費補助金等の外部競

争資金獲得に向けた努力が一層求められる。 

 

（３）選択的評価事項Ａの自己評価の概要 

 基本理念，養成すべき人材像の実現，教員の教育的資質の向上と地域社会への貢献の観点から，

研究活動は不可欠であり，本校では全校的な研究体制と研究支援体制を構築して，教員研究，本科

(準学士課程)の卒業研究，専攻科課程の特別研究，及び地域社会との共同研究等の研究活動を積極

的に行っている。教員の研究活動状況は「教育改善員会」が調査・検討し，活性化・高度化や外部

競争資金の獲得に向けた具体策を講じている。本校と，地域社会や産業界との研究面における窓口

として大型の実験設備を有し，７研究部門から成る「地域連携テクノセンター」を設立しており，

同センターは地場産業や伝統産業の推進にも貢献できる施設になっている。また，産業界等との適

切な技術マッチングを行うために，福井県発明協会所属の知財専門家を技術マッチングコーディネ

ーターとして配置し，円滑に産官学共同研究を推進しており，研究成果は地域社会や産業界の活性

化や発展に寄与している。共同研究にも学生は卒業研究や特別研究の形で関与し，産業界等が直面

している技術的・工学的諸問題に触れる格好の機会ともなっており，学生教育の観点からもその効

果は大きい。また，本校の研究活動は「外部有識者会議」や「福井高専地域連携アカデミア」総会

でも詳細に検討され，そこでの提言等は本校における研究活動の改善に反映できる体制が構築され，

機能している。しかし，近年は長引く経済景気の低迷を受けて外部競争資金の獲得件数・金額が低

く，本校の目的達成のためにも外部競争資金獲得に向けてさらなる努力が必要である。 

 

（４）目的の達成状況の判断 

 目的の達成状況は，ほぼ良好である。 




